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宝
永
元
年
大
和
川
付
替
手
伝
普
請
に
つ
い
て村

田

路

人

lま

じ

め

本
稿
は
宝
永
元
年
〈
一
七

O
四
）
に
大
名
手
伝
普
請
と
し
て
行
な
わ
れ
た
大
和
川
付
替
（
川
違
〉
普
請
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
る
。

大
和
川
付
替
普
請
は
、
近
世
に
お
け
る
大
規
模
な
河
川
普
請
と
し
て
つ
と
に
有
名
で
あ
る
。
付
替
以
前
の
大
和
川
は
、
河
内
国
志
紀

郡
船
橋
村
で
北
流
す
る
石
川
を
合
わ
せ
て
西
北
に
向
か
い
、
同
弓
削
村
で
長
瀬
川
・
玉
串
川
に
分
か
れ
る
が
、
両
川
は
同
国
若
江
郡
森

河
内
村
に
お
い
て
再
び
合
流
し
、
平
野
川
を
合
わ
せ
た
の
ち
大
坂
城
の
北
で
淀
川
と
合
し
て
い
た
。
付
替
普
請
は
大
和
川
を
船
橋
村
か

ら
西
流
さ
せ
、
堺
の
北
で
海
に
注
が
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
付
帯
工
事
と
し
て
、
新
川
開
撃
に
よ
っ
て
流
れ
を
断
ち
切
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
狭
山
西
除
川
と
大
乗
川
の
流
れ
を
変
更
し
、
新
川
に
並
行
し
て
そ
の
南
側
に
悪
水
井
路
（
落
堀
川
）
を
掘
っ
た
ほ
か
、
十

間
川
を
掘
足
し
て
新
川
に
注
が
せ
た
（
図
1
参
照
〉
。

古
代
以
来
、
旧
大
和
川
筋
の
住
民
は
た
び
た
び
の
水
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
が
、

一
七
世
紀
に
は
同
国
河
内
郡
今
米
村
九
兵
衛
・
甚
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全」（明治

大和川付替図

（注） 1）大阪市史編纂所所蔵「大和JI!.石川・狭山東西除川絵図
34年〔1901〕11月写〉をもとに作成。

2）点、線は付替によって消滅した川および池跡。

図1

兵
衛
父
子
の
粘
り
強
い
訴
願
運
動
と
、
旧
大
和
川
筋
の
新
田
化
に

よ
っ
て
年
貢
増
収
を
も
く
ろ
む
幕
府
の
意
向
と
に
よ
り
付
替
が
実

現
し
た
も
の
で
あ
る
。
普
請
は
当
初
播
磨
国
姫
路
藩
主
本
多
忠
国

に
命
じ
て
行
な
わ
せ
た
が
、
普
請
開
始
後
約
一
カ
月
た
っ
た
宝
永

元
年
三
月
、
忠
国
が
死
去
し
た
た
め
、
幕
府
と
五
大
名
（
摂
津
国

三
田
藩
主
九
鬼
隆
方
、
和
泉
国
岸
和
田
藩
主
岡
部
長
泰
、
播
磨
国

か
い
ば
ら

明
石
藩
主
松
平
直
常
、
丹
波
国
柏
原
藩
主
織
田
信
休
、
大
和
国
高

取
藩
主
植
村
家
敬
）
が
普
請
を
継
続
し
、
同
年
一

O
月
に
終
了
し

た。
さ
て
、
大
和
川
の
付
替
が
き
わ
め
て
大
規
模
な
普
請
で
、
そ
の

影
響
も
図
り
知
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
従
来
そ
れ
に
つ
い

て
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
包
括
的
な
も
の
と
し

〈

1
）

て
は
畑
中
友
次
『
大
和
川
付
替
工
事
史
』
が
あ
る
し
、
新
旧
大
和

川
沿
岸
市
町
村
で
は
地
方
史
編
纂
の
際
に
必
ず
二
早
な
い
し
一
節

（

2
）
 

が
付
替
普
請
に
つ
い
て
割
か
れ
て
き
た
。
ま
た
、
付
替
が
も
た
ら

（

3
）
 

し
た
影
響
に
つ
い
て
論
じ
た
研
究
も
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
大
和
川
付
替
普
請
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も



の
を
な
が
め
て
気
付
く
こ
と
は
、
普
請
そ
の
も
の
、
す
な
わ
ち
普
請
の
実
施
過
程
を
本
格
的
に
検
討
し
た
も
の
が
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
付
替
の
影
響
を
取
扱
っ
た
研
究
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
だ
が
、
地
方
史
類
の
記
述
も
だ
い
た
い
パ
タ
ー
ン
は
一
定
し
て
お
り
、
九

兵
衛
・
甚
兵
衛
父
子
を
中
心
と
す
る
付
替
推
進
運
動
、
あ
る
い
は
ま
た
、
そ
れ
に
対
す
る
反
対
運
動
を
記
し
た
の
ち
、
ご
く
簡
単
に
普

（

4
）
 

請
の
概
略
を
述
べ
、
最
後
に
付
替
に
よ
っ
て
新
た
に
で
き
た
新
田
に
つ
い
て
解
説
を
行
な
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
記
述
が
パ

タ
ー
ン
化
し
て
い
る
の
は
無
批
判
的
に
先
行
研
究
（
「
大
阪
市
史
』

に
拠
り
な
が
ら
記
述
し
て
い
る
た
め
で
も
あ
り
、

そ
の

一
な
ど
）

宝永元年大和川付替手伝普請について

た
め
同
様
の
誤
り
を
犯
し
て
い
る
場
合
が
往
々
に
し
て
あ
る
。

本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま
え
、
付
替
普
請
の
実
態
を
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
描
き
出
し
た
い
と
思
う
。
そ
の
た
め
に
は
、

新
川
周
辺
村
々
に
残
さ
れ
た
史
料
、
幕
府
側
の
史
料
、
手
伝
大
名
の
史
料
が
総
合
的
に
利
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
は
新
川

（

5
）
 

周
辺
村
々
の
史
料
を
主
に
用
い
て
叙
述
を
行
な
う
こ
と
に
す
る
。
手
伝
大
名
の
史
料
と
し
て
は
、
柏
原
藩
織
田
家
「
日
記
」
が
ま
と
ま

っ
た
も
の
と
し
て
あ
る
が
、
こ
の
史
料
を
用
い
た
、
手
伝
大
名
の
普
請
役
に
対
す
る
対
応
と
い
う
側
面
か
ら
の
考
察
は
近
い
う
ち
に
別

稿
で
行
な
う
予
定
で
あ
る
。

姫
路
藩
本
多
氏
に
よ
る
普
請

元
禄
一
六
年
（
一
七

O
一二）一

O
月
二
八
日
、
幕
府
は
大
和
川
付
替
普
請
の
手
伝
大
名
と
担
当
役
人
を
決
定
し
た
。
手
伝
大
名
は
姫

路
藩
本
多
中
務
大
輔
忠
国
（
一
五
万
石
）
、

普
請
奉
行
は
目
付
大
久
保
甚
兵
衛
忠
呑
・
小
姓
組
伏
見
主
水
為
信
の
両
名
で
あ
っ
た
。
こ

23 

の
他
、
若
年
寄
稲
垣
対
馬
守
重
富
・
勘
定
奉
行
荻
原
近
江
守
重
秀
・
同
中
山
出
雲
守
時
春
・
上
方
代
官
万
年
長
十
郎
頼
治
が
「
御
普
請

（

6
）
 

御
用
」
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
稲
垣
・
荻
原
は
同
年
四
月
J
五
月
に
江
戸
J
長
崎
間
の
往
復
の
途
中
、
当
時
の
大
和
川
筋
お
よ
び
新
川
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（

7
）
 

予
定
地
を
見
分
し
て
お
り
、
ま
た
中
山
は
元
禄
一
一
年
に
大
坂
の
川
普
請
を
担
当
し
、

（

8
）
 

奉
行
の
職
に
あ
っ
た
。
万
年
も
、
当
時
摂
津
・
河
内
両
国
の
堤
奉
行
を
兼
任
し
て
お
り
、
稲
垣
以
下
コ
一
名
が
長
崎
に
下
っ
た
あ
と
、
新

〔
（

9
）

川
予
定
地
を
同
職
小
野
朝
之
丞
と
と
も
に
見
分
し
て
い
る
。

一
一
一
年
四
月
か
ら
一
五
年
一
一
月
ま
で
大
坂
町

こ
の
よ
う
に
、
普
請
担
当
者
の
多
く
が
当
該
地
域
の
地
理
に
詳
し
か
っ
た
。
な
お
、
万
年
は
普
詰
中
絶
え
ず
大
久
保
・
伏
見
と
と
も

に
普
請
の
指
揮
に
あ
た
り
、

の
ち
に
見
る
柏
原
家
文
書
や
織
田
家
「
日
記
」
で
は
、
大
久
保
・
伏
見
と
同
様
普
請
奉
行
と
し
て
扱
わ
れ

て
い
る
。
彼
は
堤
奉
行
の
経
験
を
生
か
し
て
、
当
該
地
域
の
事
情
に
あ
ま
り
通
じ
て
い
な
い
両
人
を
助
け
、
実
質
的
に
は
最
も
主
導
的

な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

翌
宝
永
元
年
正
月
一
五
日
、
大
久
保
・
伏
見
の
両
名
は
江
戸
城
に
て
、
任
地
に
赴
く
た
め
に
暇
を
賜
わ
り
、
金
・
時
服
・
羽
織
を
拝

（叩）

領
し
た
。
彼
ら
が
任
地
に
到
着
し
た
の
は
二
月
上
旬
で
あ
っ
た
。
万
年
は
こ
れ
よ
り
先
、
正
月
上
旬
に
江
戸
を
発
ち
、
同
一
八
日
に
は

新
川
筋
村
々
の
代
表
を
召
出
し
て
、
付
替
が
決
定
し
た
こ
と
、
大
久
保
・
伏
見
の
両
人
が
追
っ
付
け
到
着
す
る
こ
と
な
ど
を
申
し
渡
し

（日）

て
い
る
。

三
人
は
普
誇
役
所
を
摂
津
国
住
吉
郡
喜
連
村
に
置
い
た
。
同
村
は
新
河
道
の
ほ
ぼ
中
間
点
の
や
や
北
に
位
置
し
、
普
請
の
指
示
・
監

督
を
行
な
う
の
に
都
合
の
よ
い
場
所
で
あ
る
。

ま
た
、

平
野
郷
に
近
接
し
て
お
り
、

大
坂
と
の
往
復
も
容
易
で
あ
っ
た
。

二
月
一
六

廻
状
を
廻
し
、

目
、
万
年
は
大
坂
か
ら
喜
連
村
ま
で
の
宿
々
庄
屋
・
年
寄
中
に
宛
て
て
、
人
馬
（
人
足
二
人
・
馬
五
疋
）
徴
発
の
朱
印
状
写
を
添
え
た

（ロ）

「
今
日
摂
州
喜
連
村
口
参
候
問
、
御
朱
印
人
馬
村
ミ
ニ
而
無
相
違
可
出
之
候
」
と
命
じ
て
い
る
。

三
奉
行
が
新
河
道
を
示
す
た
め
の
務
所
を
立
て
始
め
た
の
は
翌
々
日
の
一
八
日
で
、
こ
の
日
は
船
橋
村
か
ら
川
辺
村
ま
で
立
て
、

九
日
は
雨
の
た
め
中
止
、
二

O
日
に
海
辺
で
あ
る
住
吉
郡
七
道
ま
で
立
て
た
。
こ
の
楊
所
は
胴
回
り
一
尺
ほ
ど
の
大
竹
に
厚
紙
で
作
つ



た
吹
抜
き
を
付
け
た
も
の
で
、

こ
の
長
さ
は
一
コ
二
町
で
あ
っ
た
。

一
O
町
に
一
本
ず
つ
新
河
道
の
中
心
線
に
立
て
ら
れ
た
。

そ
の

後
、
万
年
の
手
代
が
一
町
に
一
本
ず
つ
大
竹
を
立
て
、
そ
れ
を
中
心
に
五

O
間
ず
つ
南
北
に
水
縄
を
引
き
（
こ
の
結
果
、
川
幅
は
一

O

（日）

O
聞
と
な
る
〉
、
杭
を
打
っ
て
河
道
と
な
る
べ
き
地
を
示
し
た
。

こ
う
し
て
普
請
の
準
備
が
整
い
、

い
よ
い
よ
普
請
開
始
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
鍬
初
め
の
日
に
つ
い
て
は
、
従
来
二
月
一
五
日
と
し

（

M）
 

「
御
手
鑑
」
の
記

た
り
、
一
一
月
一
一
一
一
日
と
し
た
り
し
て
き
た
が
、

宝永元年大和川付替手伝普請について

役 名 役人名または人数

大 頭 藤江善右衛門

大 奉 行 服部将監

請 込 役 人 生駒市郎兵衛、中持与惣、多門伝十郎

場 所 廻 り 小柳津助右衛門、柳瀬八郎左衛門

横 日 坂口茂右衛門

従 横 日 奥平弥三郎

ヌ巳 〆 申 l日込 吉田源助

普請宜しく可申付侯 今木安右衛門、玉井藤太夫、童丸六郎

太夫、村井清兵衛、小野奥右衛門他30名

歩 行 目 付

歩 f〆一丁牟、 坊 目

足 軽 頭

足 軽 仲 間 305名

（計〉

姫路藩の派遣役人表1

25 

（注〉畑中友次「大和川付替工事史」 p.41～42より作成。

述
に
依
拠
し
て
二
月
二
七
日
と
し
た
『
松
原
市
史
』

一
の
見
解
に

鍬
初
め
が
測
量
以
前
で
あ
る
は
ず
は
な
く
、

ま
た

従
い
た
い
。

「
御
手
鑑
」
中
の
「
六
十
一
二
、
川
筋
弁
国
役
堤
」
の
項
に
示
さ
れ

た
普
請
経
過
は
簡
略
な
が
ら
、
現
地
村
々
の
史
料
と
照
ら
し
合
わ

せ
て
も
か
な
り
信
用
の
お
け
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
二
月

二
七
日
鍬
初
め
と
い
う
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

「
河
内
堺

新
川
絵
図
L
Q堺
市
史
』
一
二
所
掲
）
に
も
同
日
鍬
初
め
と
記
さ
れ

て
い
る
。

本
多
氏
は
普
請
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
家
臣
を
現
地
に
派
遣
し

『
大
和
川
付
替
工
事
史
」
に
よ
れ
ば
、
派
遣
役
人
の
内
訳
は

た。表
ー
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
普
請
の
大
ま
か
な
経
過
に
つ
い
て

「
新
大
和
川
堀
割



26 

由
来
書
上
帳
」
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

（

手

伝

）

（

棒

）

御
普
請
不
残
御
迭
代
被
仰
付
、
御
一
家
中
大
勢
御
出
、
傍
所
筋
川
下
ぷ
水
盛
被
成
、
日
暮
候
得
ハ
其
村
ミ
ニ
御
泊
リ
、
右
御
普
請
中
御
役
屋
敷
板
か
こ

ひ
ニ
出
来
、
お
よ
そ
一
一
一
ヶ
年
之
御
積
り
ニ
御
捺
被
成
候

右
御
家
中
懸
リ
／
＼
御
目
論
見
済
次
第
川
下
海
辺
よ
り
遠
里
小
野
村
表
江
拾
町
程
御
普
請
始
り
、
大
方
右
之
分
御
普
請
出
来
持
分

逝
去
被
成
、
御
普
請
止
申
侯

中
務
大
輪
様
御

す
な
わ
ち
、
本
多
氏
の
家
臣
に
よ
っ
て
川
下
か
ら
水
盛
が
行
な
わ
れ
、
そ
れ
が
終
わ
り
次
第
川
下
か
ら
普
請
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の

水
盛
と
は
、

万
年
の
手
代
が
一
町
毎
に
竹
を
立
て
た
あ
と
を
う
け
、

よ
り
密
に
拐
一
不
杭
を
打
っ
た
り
、

縄
張
り
を
行
な
っ
た
り
し
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
あ
と
で
見
る
よ
う
に
、
落
堀
川
の
水
盛
も
そ
の
内
に
含
ま
れ
て
い
る
。
姫
路
藩
は
三
年
、
が
か
り
の
普
請
と
の

心
積
り
で
、
役
屋
敷
も
板
囲
い
に
し
て
い
た
が
、
遠
里
小
野
村
ま
で
一

O
町
ほ
ど
掘
っ
た
と
ζ

ろ
で
忠
国
が
死
去
し
、
普
請
は
中
絶
し

た
。
忠
国
の
死
去
は
、

「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」

一
一、
「
徳
川
実
紀
L

宝
永
元
年
五
月
一

O
日
条
に
よ
れ
ば
三
月
一
一
一
日
で
あ
る
。
普

請
着
手
後
一
カ
月
に
も
満
た
ぬ
う
ち
に
普
請
が
中
絶
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

忠
国
の
死
に
関
し
て
は
、
従
来
の
付
替
普
請
に
つ
い
て
触
れ
た
も
の
の
ほ
と
ん
ど
が
、
突
如
と
し
て
死
去
し
た
と
表
現
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
正
確
で
は
な
い
。

「
柳
営
日
次
記
」
一
一
月
一
八
日
条
に
は
、

「
本
多
中
務
犬
輔
於
在
所
病
気
付
而
医
師
奥
山
立
庵
療

治
願
付
被
遺
之
」
と
あ
り
、
一
一
月
一

O
日
前
後
に
は
す
で
に
病
の
床
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
病
状
は
当
初
よ
り
か
な
り
重
く
、
同
二
八

（店）

日
に
は
国
元
に
幕
府
か
ら
病
気
見
舞
の
奉
警
が
届
い
て
い
る
。
あ
と
で
も
触
れ
る
が
、

忠
国
の
死
去
に
よ
っ
て
コ
一
大
名
（
岡
部
・
九

鬼
・
松
平
〉
が
普
請
手
伝
を
命
じ
ら
れ
る
の
は
四
月
一
日
で
あ
る
。
こ
れ
は
忠
国
死
去
の
報
が
江
戸
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
と
ほ
と
ん
ど

同
時
か
、
そ
の
直
後
で
あ
る
。
幕
府
が
迅
速
に
後
任
の
手
伝
大
名
を
決
定
し
得
た
の
は
、
早
く
か
ら
重
病
の
報
が
幕
府
に
伝
わ
っ
て
い



た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
本
多
氏
に
よ
る
手
伝
普
請
の
具
体
的
な
内
容
が
、
宝
永
元
年
一
一
月
「
河
州
志
紀
郡
太
田
村
川
遠
御
普
請
ニ
付
人
足
諸

色
入
用
帳
」
（
柏
原
家
文
書
）
に
わ
ず
か
な
が
ら
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
普
請
の
初
期
か
ら
新
大
和
川
完
成
後
の
一
一
月
ま
で
の

（国）

聞
に
太
田
村
幕
領
方
が
負
担
し
た
人
足
賃
銀
お
よ
び
諸
色
代
銀
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
ま
、
人
足
賃
銀
の
各
項
目
に
つ
い
て
書
出

し
て
み
る
と
表
2
の
よ
う
に
な
る
。

宝永元年大和川付替手伝普請について

表
か
ら
、
三
月
三
日
に
本
多
氏
家
臣
二
名
に
よ
る
新
川
筋
絵
図
作
成
、
同
七
日
J
九
日
に
同
じ
く
多
門
・
村
井
に
よ
る
新
川
水
盛
、

同
一
四
日
に
多
門
に
よ
る
悪
水
堀
（
落
堀
川
〉
水
盛
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

太
田
村
は
船
橋
村
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、

新

も
ち
ろ
ん
川
口
付
近
の
普
請
の
真
最
中

で
あ
る
が
、
そ
の
頃
上
流
部
で
は
ま
だ
新
川
筋
絵
図
の
作
成
や
新
川
お
よ
び
悪
水
堀
の
水
盛
が
行
な
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ

川
上
流
部
に
位
置
す
る
村
で
あ
る
。

三
月
三
日
、

同
七
日
J
九
日
、

同
一
四
日
と
い
え
ば
、

は
、
下
流
部
か
ら
上
流
部
に
か
け
て
順
次
水
盛
が
行
な
わ
れ
、
そ
れ
が
終
わ
り
次
第
普
請
に
取
り
掛
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
先

の
「
新
大
和
川
堀
割
由
来
書
上
帳
」
の
記
述
が
正
し
い
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
な
お
、
表
ー
に
よ
れ
ば
、
多
門
は
請
込
役
人
、
村
井

は
「
普
請
宜
し
く
可
申
付
候
」
の
一
員
で
あ
っ
た
。

次
に
、
本
多
氏
の
行
な
っ
た
一

O
町
分
の
普
請
の
出
来
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
あ
ま
り
完
全
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
普
請
中
の
八
月
一
一
一
日
、
万
年
・
伏
見
・
大
久
保
の
三
奉
行
が
、
本
多
氏
担
当
の
一

O
町
、
幕
府
担
当
の
五
二
町
、
三
大
名
（
岡

部
・
九
鬼
・
松
平
）
担
当
の
六
九
町
（
以
上
計
二
二
一
町
）
の
ほ
か
、
浅
香
山
谷
凌
、
惣
堤
芝
伏
、
狭
山
西
除
川
・
大
乗
川
切
違
の
六

（口）

カ
所
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
入
用
見
積
り
を
行
な
っ
た
「
覚
」
を
幕
府
に
提
出
し
て
い
る
（
表
4
参
照
〉
。

こ
の
う
ち
、

本
多
民
普
請
分

27 

に
つ
い
て
は
、

「
此
場
所
未
改
も
不
仕
候
、
少
ミ
土
不
足
之
所
も
御
座
候
、
其
上
此
所
砂
堤
－
一
テ
大
水
之
節
ハ
堤
危
就
奉
存
候
、
ね
ば
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C2~ 4/9～4/18 「太田源五郎殿御普請丁場御勤ニ成侯問、挟箱弁当持 20 
ニやとい申候人足ちん十日分」

倒 4/11～4/20 「御普請御払銀段ミ土蔵へ御詰被成侯ニ付、毎夜人足 60 
弐人ッ、土蔵前番仕候人足四拾人之日用代」

帥 4/12 「池甚五右衛門殿大坂へ送リ人足四人之日用代」 8 

帥 4/19 「太田源五郎殿大坂へ送リ人足四人之日用代」 8 

帥 4/19 「万年長十郎様御役人中大坂へ御帰御伝馬人足九人之 18 
日用代、但し御知行方割符」

帥 4/21 「池甚五右衛門大坂へ送リ人足四人之日用代」 8 

帥 4/22 「万年長十郎様御役人御両人大坂へ御帰リ伝馬人足八 16 
人之日用代、但し御知行高割符」

倒 4/24～4/28 「JJl御奉行様御越ニ付家内庭廻リ掃除人足四拾人日用 60 
銀」

帥 4/26 「池甚五右衛門殿大坂へ御帰送り人足四人之日用fu 8 

帥 4/29 「御奉行様方喜連村へ御移リ被遊侯節御伝馬人足弐拾 22 
弐人日用代」

。事 4/29 「池甚五右衛門殿大坂送リ人足四人之日用代」 8 

車場 5/22 「土岐伊予守様・松野河内守様新川御見分ニ御通リニ 10.5 
付道筋掃除人足七人之日用代、壱人ニ付壱匁五分ツ
、、但知行方ニ割符」

M 5/23 「右（〔32〕〉之刻池甚五右衛門殿御出向ニ御出被成候時 8 
大坂へ之送リ人足四人之日用代」

~~ 5/28 「御普請御用銀之余リ銀箱喜連村へ持参仕候人足六人 6 
之日用代」

。事 6/6 「渡辺備中守様新川筋御見分ニ御出之節、太田源五郎 8 
殿「（御大太）出向ニ御出被成侯時大坂へ送F人足日用代」

M 6/8 田和泉守様新川御見分ニ御出当村ニ御昼休被為仰 30.6 
付候ニ付、道筋掃除弁内夫人足共十七人之日用代」

伺 6/8 「右（〔36〕〉之刻御馳走御出向エ池甚五右衛門殿御出被 8 
成、御帰之節大坂へ送リ人足四人之日用代」

$~ 10/13 「万年長十郎様・長谷川六兵衛様新川切通之節御見分 21. 6 
ニ御出被成、当村ニ而御昼休、掃除弁内夫人足十二人

~~ 10/14 之浅日用田和代」泉守様新川切通御見分ニ御出被成侯ニ付、御 4 

注進ニ大坂御屋敷へ出申ニf大夫人田足源二人之日用代」

Gtq 10/15 「右（〔39〕〉之刻御出向 五郎殿御出被成侯時大 8 
坂へ送リ人足四人之日用代」

Gt≫ 11/8 「万年長十郎様新川筋御見分御通、当村ニ御昼休、掃 24 
除人足弁御伝馬人足、御知行と割符、但サ九人分」

計

（注〉宝永元年11月「河州志紀郡太田村川逮御普請ユ付人足諸色入用帳」より作成。
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誼
(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

(7) 

(8) 

(9) 

(1q 

。均

M 

(1~ 

(14) 

4事

(1$ 

。ヵ

M 

M 

帥

表2

日

3/3 

3/7～3/9 

3/14 

3/23～3/24 

3/24 

3/24～3/27 

3/24～3/27 

3/25～3/28 

3/27 

3/27 

3/28 

3/29 

3/29 

3/29 

3/30～4/29 

3/30～4/29 

4/3 

4/8 

4/8～4/18 

4/9 

宝永元年大和川付替手伝普請について

大和川付替普請中に太田村幕領方が負担した人足賃銀

記 載 内
k』

廿

（大）

「本多中務少輔様御内衆弐人新川筋絵図被成候時御

出、当村ニ御一宿ニ付内夫人足日用賃」

「本多中務安輔様御内多門伝十郎殿・村井清兵衛殿其

外御役人衆新川水盛ニ御出、御料方ニ御宿八軒三夜御

泊リニ付内夫人足三十人日用賃」

「多門伝十郎殿悪水堀水盛ニ御出、御料方ニ御宿五軒

御泊リニ付内夫人足六人之日用賃」

「御奉行様方御宿之義被為仰付ニ付喜連村江御召絵図

持参仕｛長時庄や・年寄・人足昼飯代」

「御奉行様方太田村へ御宿之儀被仰付候ニ付大坂御屋

敷へ御注進ニ年寄・人足参侯時飯代」

「年寄壱人・人足弐人諸色買物ニ参、三夜逗留之内飯
代j

「諸事異物道具大坂へ度ミ取ニ参候人足弐拾八人之日

用ちん」

「村之内砂持・掃除人足舟人之日用銀」
（被為）

「御奉行様方御引越ニ付掃除等為被仰付池甚五右衛門

殿御出御帰之送り人足、但し四人分日用賃」

「新川筋水盛ニ万年長十郎様御役人御両人御出、御昼

休之時、内夫人足弐人日用賃」

「御奉行様方太田村へ御移り之日限御注進ニ年寄・人

足御屋敷へ参侯時飯代」

「御奉行様方御昼休ニ当村へ御出被遊侯時内夫人足三

人日用賃」

「堺へ買物ニ遺申人足壱人之日用賃」

「御用ニ付大坂御屋敷へ御注進人足日用賃」

「御奉行様方当村へ御移リ被遊候ニ付三月晦日 β四月
廿九日之晩迄四ケ所之番屋ニ弐人ッ、、己上八人火

廻リニ毎晩相廻リ申人足弐百四拾人、壱人ニ付壱匁ツ

、、但シ御知行方割符銀」

「御奉行様三月71十日 β四月廿九日迄御逗留中門番壱

人、内夫壱人毎日相勤申候人足六拾人之日用代」

「池甚五右衛門殿大坂へ御帰リ送リ人足四人之日用

fu 

「突回源、五郎殿御迎ニ年寄・人足大坂御屋敷へ参候日

用飯代」

「御代官様方之御役人衆中御普請御助役へ日数十日被
成御座候問、内人足遣申七十人日用代、但シ旅宿七軒、
但し壱人ッ、」

「池甚五右衛門殿大坂へ送リ人足四人之日用代」

｜キ匁宇
2 

60 

12 

6 

4 

18 

56 

60 

8 

4 

4 

6 

2 

2 

120 

120 

8 

4 

140 

8 
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土
ニ
而
腹
付
三
尺
仕
侯
積
り
前
方
申
渡
候
へ
と
も
、
其
分
も
未
出
来
不
仕
侯
故
、
平
均
七
分
通
り
之
出
来
与
相
見
へ
申
候
」
と
述
べ
て

い
る
。
堤
防
は
土
不
足
の
上
に
砂
堤
で
、

ね
ば
土
に
よ
る
腹
付
が
必
要
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
見
積
り
の
基
準
と
な
る
一
坪
あ
た
り

の
人
足
賃
銀
も
、
幕
府
担
当
分
と
三
大
名
担
当
分
は
五
匁
九
分
八
厘
と
し
て
い
る
の
に
、
本
多
氏
担
当
分
の
み
五
匁
と
な
っ
て
い
る
。

幕
府
に
よ
る
普
請

（

手

伝

）

（

路

）

本
多
民
に
よ
る
普
請
が
中
絶
し
、
川
筋
村
々
で
は
っ
依
之
跡
御
迭
代
未
相
極
不
申
、
川
違
も
止
可
申
と
取
沙
汰
仕
候
」
と
あ
る
よ
う

に
、
付
替
計
画
が
中
止
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
感
を
も
っ
た
よ
う
だ
が
、
幕
府
役
人
の
手
に
よ
っ
て
普
請
は
継
続
さ
れ
た
。

L

「
跡
御
手
伝
も
極
り
不
申
内
、
川
上
船
橋
村
よ
り

（
閉
山
）

川
辺
村
迄
五
拾
弐
丁
内
、
壱
丁
／
＼
の
ぼ
り
し
る
し
立
、
御
並
日
請
被
成
候
、
其
間
ハ
長
十
郎
様
御
手
代
中
大
勢
奉
行
一
一
御
付
被
成
候
L

か
し
、
普
請
場
所
は
本
多
氏
が
行
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
引
継
い
だ
の
で
は
な
く
、

と
あ
る
よ
う
に
、
川
上
五
二
町
で
あ
っ
た
。
こ
の
部
分
は
先
に
も
見
た
よ
う
に
、

三
月
上
旬
に
本
多
氏
役
人
が
水
盛
を
行
な
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
だ
が
、
水
盛
作
業
は
忠
国
死
去
ま
で
に
完
了
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
一
二
月
二
七
日
に
万
年
の
手
代
が
引
続
き
そ
れ
を
行

な
っ
て
い
る
（
表
2
の
帥
）
。
ま
た
、
同
一
二

O
日
に
は
喜
連
村
に
い
た
普
請
奉
行
衆
が
太
田
村
に
引
越
し
て
き
た
。
彼
ら
は
四
月
二
九
日

ま
で
同
村
に
滞
在
し
た
（
同
制
帥
〉
。
こ
の
よ
う
に
、
幕
府
は
忠
国
死
後
ほ
と
ん
ど
聞
を
置
か
ず
普
請
準
備
に
着
手
し
た
の
で
あ
っ
た

三
大
名
の
普
請
手
伝
拝
命
は
四
月
一
日
だ
か
ら
、

ま
さ
に
「
跡
御
手
伝
も
極
り
不
申
内
」
の
普
請
準
備
着
手
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
忠

国
の
死
に
よ
っ
て
付
替
計
画
そ
の
も
の
が
中
止
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
噂
を
封
じ
込
め
、
計
画
貫
徹
の
決
意
を
示
す
た
め
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
本
多
民
と
は
逆
に
、
川
上
か
ら
普
請
を
始
め
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

幕
府
に
よ
る
川
上
五
二
町
分
の
普
請
に
つ
い
て
、

さ
き
の
史
料
に
は
万
年
の
手
代
が
大
勢
奉
行
を
勤
め
た
と
あ
る
。

た
し
か
に
、



「
人
足
諸
色
入
用
帳
」
に
も
三
月
二
七
日
の
新
川
筋
水
盛
の
ほ
か
、

四
月
一
九
日
・
二
二
日
に
万
年
の
役
人
（
手
代
）
が
大
坂
に
向
か

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
表
2
の
帥
納
）
。

し
か
し
、
普
請
に
携
わ
っ
た
の
は
万
年
の
手
代
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

他
代
官
の
手

代
た
ち
も
普
請
に
従
事
L
た
。
た
と
え
ば
、
表
2
に
よ
れ
ば
、
池
甚
五
右
衛
門
が
四
月
三
日
・
九
日
・
一
二
日
・
二
一
日
・
二
六
日
・

二
九
日
に
大
坂
へ
出
向
い
て
い
る
し

m
同
帥
例
制
帥
M
W
M
W
〉、

一
九
日
に
大
坂
へ
帰
っ
て
い
る
（
同
州
抑
制
帥
〉
。

翌
九
日
か
ら
一
八
日

太
田
源
五
郎
は
四
月
八
日
に
太
田
村
に
来
村
し
、

ま
で
毎
日
普
請
丁
場
に
出
た
の
ち
、

池
は
の
ち
に
掲
げ
る
史
料
に
も
示
さ
れ
て
い
る

宝永元年大和川付替手伝普請について

よ
う
に
、
宇
代
官
古
川
武
兵
衛
の
手
代
で
あ
る
。
太
田
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
万
年
の
手
代
の
場
合
と
時
記
載
の
仕
方
が
異

な
っ
て
お
り
、

お
そ
ら
く
他
代
官
の
手
代
（
同
じ
く
古
川
の
手
代
か
〉
で
あ
ろ
う
。

太
田
の
太
田
村
滞
在
期
聞
に
は
、
同
大
や
池
だ
け
で
な
く
、
他
の
代
官
衆
の
手
代
た
ち
も
普
請
に
従
事
し
て
い
た
。
表
2
の
帥
に
示

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

「
御
代
官
様
方
之
御
役
人
衆
中
」
が
太
田
同
様
一

0
日
間
同
村
に
宿
泊
し
て
い
る
。
帥
の
文
言
に
よ
れ
ば
、
そ

の
人
数
は
七
人
で
、
七
軒
の
宿
に
分
宿
L
て
い
た
。
こ
の
代
官
手
代
に
よ
る
普
請
助
役
に
つ
い
て
は
、

「
御
手
鑑
」
に
も
関
連
す
る
文

言
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
同
三
月
廿
九
日
ノ
型
宇
伝
之
外
大
久
保
甚
兵
衛
・
伏
見
主
水
よ
り
申
付
候
御
普
請
初
、
上
方
御
代
官
之
手
代

下
奉
行
相
勤
候
様
に
同
四
月
九
日
申
渡
」
と
い
う
も
の
で
、
太
田
や
「
御
代
官
様
方
之
御
役
人
衆
中
」
が
九
日
か
ら
普
請
に
従
事
し
た

と
い
う
「
人
足
諸
色
入
用
帳
L

の
内
容
と
合
致
し
て
い
る
。
な
お
、
彼
ら
の
太
田
村
滞
在
期
間
は
一

0
日
間
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
こ

れ
で
普
請
が
終
了
す
る
は
ず
が
な
い
か
ら
、
そ
の
後
彼
ら
は
他
村
へ
移
動
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

幕
府
普
請
奉
行
の
指
揮
の
も
と
、
上
方
代
官
手
代
衆
の
行
な
っ
た
川
上
五
二
町
の
普
請
に
つ
い
て
は
、
四
月
一
日
に
太
田
村
幕
領
方

（
却
）

惣
百
姓
一

O
七
名
が
「
古
川
武
兵
衛
様
御
内
池
甚
五
右
衛
門
殿
」
宛
に
差
出
し
た
「
差
上
ケ
申
一
札
之
事
」
か
ら
そ
の
一
端
を
知
る
こ
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と
が
で
き
る
。
こ
の
一
札
は
一

O
七
名
の
署
名
・
捺
印
の
あ
と
に
同
村
幕
領
方
庄
屋
仁
兵
衛
お
よ
び
同
年
寄
七
名
が
一
札
の
内
容
を
惣
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百
姓
に
守
ら
せ
る
旨
記
し
、
同
じ
く
署
名
・
捺
印
を
行
な
っ
た
も
の
で
、

五
カ
条
よ
り
成
る
。
第
一
条
で
、
一
二
人
の
普
請
奉
行
が
当
村

に
宿
泊
し
て
い
る
の
で
火
の
用
心
を
厳
に
す
る
こ
と
、
第
二
条
で
、
普
請
奉
行
衆
の
家
臣
に
対
し
て
は
中
間
衆
も
含
め
、
無
礼
な
ふ
る

ま
い
を
し
な
い
こ
と
を
述
べ
た
の
ち
、
第
三
条
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

一
日
用
人
足
弁
請
負
人
小
頭
等
ニ
相
対
を
以
宿
借
シ
申
候
ハ
、
、
何
人
御
座
侯
共
人
ミ
出
所
を
相
改
、
何
人
ハ
何
方
之
者
、
何
人
ハ
誰
方
ぷ
被
頼
侯

訳
相
改
、
縦
ハ
五
人
三
人
ニ
宿
借
シ
侯
と
も
毎
晩
横
帳
ニ
記
圧
屋
方
へ
相
渡
シ
可
申
侯
事

す
な
わ
ち
、
相
対
で
日
用
人
足
・
請
負
人
小
頭
な
ど
に
宿
を
貸
す
場
合
は
、
毎
晩
全
員
に
つ
い
て
出
所
や
依
頼
人
を
横
帳
に
書
上

げ
、
庄
屋
方
に
渡
す
こ
と
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、

第
四
条
で
、

こ
の
日
用
人
足
・
請
負
人
小
頭
か
ら
金
銀
や
大
切
な
道

具
・
衣
類
な
ど
を
預
ら
ぬ
こ
と
、

第
五
条
で
、

彼
ら
に
金
銀
・
扶
持
方
は
も
ち
ろ
ん
、
衣
類
・
道
具
を
貸
渡
さ
ぬ
こ
と
を
記
し
て
い

る
。
幕
府
は
普
請
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、
「
此
度
新
川
御
普
請
ニ
付
方
ミ
ぷ
日
用
人
足
大
勢
相
集
り
、
当
村
－
一
も
大
分
宿
借
り
」
（
一

札
の
前
書
部
分
）
と
い
う
事
態
を
ふ
ま
え
、
大
量
の
日
用
人
足
・
請
負
人
小
頭
な
ど
の
村
内
へ
の
流
入
が
引
起
こ
す
秩
序
素
乱
を
防
ぐ

た
め
、
こ
の
一
札
を
提
出
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
普
請
が
始
ま
る
前
の
一
札
で
あ
る
が
、
実
際
の
普
語
に
お
い
て
も
、
普
請
人
足

が
日
用
人
足
で
あ
っ
た
こ
と
、
請
負
に
よ
っ
て
普
請
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
、

日
用
人
足
や
請
負
人
小
頭
は
川
筋
村
々
の
農
家
に
相
対
で

宿
泊
し
た
こ
と
普
請
人
足
は
ま
と
ま
っ
て
普
請
小
屋
な
ど
に
収
容
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た

l
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

な
状
況
は
の
ち
に
見
る
よ
う
に
、
三
大
名
に
よ
る
普
請
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
本
多
氏
や
、
二
一
大
名
に
遅
れ
て
普
請
手
伝

を
命
じ
ら
れ
た
織
田
・
植
村
両
氏
の
行
な
っ
た
普
請
に
お
い
て
も
そ
れ
は
同
じ
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

五
大
名
に
よ
る
普
請



四
月
一
日
、
江
戸
城
に
お
い
て
松
平
左
兵
衛
佐
直
常
、
九
鬼
大
和
守
隆
方
、
岡
部
美
濃
守
長
泰
の
三
名
が
老
中
小
笠
原
佐
渡
守
長
重

（
包
）

よ
り
「
大
和
川
筋
御
手
伝
」
を
申
し
渡
さ
れ
た
。

こ
の
三
大
名
の
領
知
高
は
、
松
平
氏
が
六
万
石
、
九
鬼
民
が
三
万
六

O
O
O石
、
阿
部
氏
が
五
万
三

O
O
O石
で
、
合
計
す
る
と
一

（
忽
）

四
万
九

O
O
O石
と
な
り
、
本
多
氏
領
知
高
一
五
万
石
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
手
伝

宝永元年大和川付替手伝普請について

大
名
は
三
人
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
幕
府
は
こ
の
普
請
が
あ
く
ま
で
も
一
五
万
石
相
当
の
大
名
に
よ
る
手
伝
普
請
で
あ
る
と
い
う
考
え

を
崩
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
川
上
五
二
町
は
手
伝
大
名
に
代
わ
っ
て
仮
に
幕
府
が
普
請
を
行
な
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
と
い
う
考
え
方
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
こ
の
部
分
の
普
請
費
用
は
手
伝
大
名
が
負
担
す
る
の
で
あ
る
（
後
述
）
。

ま
た
、
手
伝
を
命
じ
ら
れ
た
大
名
は
い
ず
れ
も
新
川
の
流
れ
る
摂
津
・
河
内
両
国
か
ま
た
は
そ
れ
に
隣
接
す
る
国
々
に
城
地
を
有
し

て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
さ
き
の
本
多
民
に
つ
い
て
も
、
ま
た
の
ち
に
手
伝
大
名
に
加
え
ら
れ
た
織
田
・
植
村
両
氏
に
つ
い
て
も
同
様

で
あ
る
。

こ
の
事
実
は
、

（
幻
）

「
手
伝
普
請
一
覧
表
」
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
若
干
の
例
外
は
あ
る
も
の
の
、

大
和
川
付
替
普
請
が
か
な
り
特
異
な
手
伝
普
請
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

善
積
（
松
尾
〉
美
恵
子

一
般
的
に
言
っ
て
、
普
請
場
所
に
近
い
と
こ
ろ
に
域

地
を
有
す
る
大
名
が
そ
の
普
請
の
手
伝
を
命
じ
ら
れ
る
と
い
う
原
則
な
ど
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
大
和
川
付
替
普
請
で

は
特
に
意
識
し
て
普
請
所
近
辺
の
大
名
に
手
伝
を
命
じ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
時
点
で
は
そ
の
理
由
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
柏
原
審
で
は
普
請
中
二
回
、
普
請
終
了
後
一

（

M
A）
 

回
の
計
三
回
も
藩
主
が
普
請
場
を
見
分
し
て
お
り
、
藩
主
の
か
か
わ
り
の
度
合
い
の
強
い
普
請
で
あ
っ
た
。
幕
府
も
そ
の
こ
と
を
意
図

し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
な
ぜ
幕
府
が
そ
れ
を
必
要
と
考
え
た
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
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三
大
名
の
普
請
分
担
は
表
3
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
表
で
は
、
本
多
民
、
幕
府
、
織
田
氏
、
植
村
氏
の
そ
れ
ぞ
れ
が
行
な
っ
た
普
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大和川付替普請の各丁場とその担当者

普 請 丁 場 担 当 者

船橋村～川辺村の新大和川および落堀川の開撃（52町〉 幕府

川辺村～域連寺村の新大和川および落堀川の閉塞（23町〉 岡部長泰（和藩泉〉国岸和田

域連寺村～庭井村の新大和川および落堀川の開撃（23町） 九鬼隆方（摂津国三田藩〕

庭井村～浅香谷口の新大和川および落堀川の閉塞（23町〉 松平直常（播磨国明石藩〉

浅香谷口～安立町の新大手口川および落堀川の閉塞（10町） 本多忠国（播磨国姫路藩）

十三間Jl[22町分の掘足しと同川所々淡および十三間川橋
橋台普請 織田信休
旧大和川の築留めと船橋村掘初めの堤および同村井路筋

（丹波国柏原藩）切れ余りの築足し
築留～狭山東除川ぎわの新大和川堤芝付け

狭山西除JI[の付替

織田氏担当分以外の新大和川堤芝付け 植村家敬
新大和川川中水尾凌

〈大和国高取藩）
遠里小野村表堤増普請

落堀川城連寺村水除堤普請

大乗川の付替 幕府ヵ

表3

（注） 1) r域連寺村記録乾」、 「新大和川堀割由来書上帳」、織田家「日記」宝永
元年7月26日条、同8月21日条より作成。

2）大乗川付替担当者については、 「大阪市史』 1では織田・植村とあるが、

川上52町分および大乗川付替入用金が各大名に割付けられているので（「古
今重宝記」 〔『泉州史料』 1〕〉、ここでは一応幕府担当としておいた。

詰
所
も
あ
わ
せ
て
記
載
し
て
お
い
た
。

大
名
に
普
請
所
が
引
渡
さ
れ
た
の
は

「
御
手
鑑
L

に
「
宝
永
元
甲
申
年
四
月
十
八
日

本
多
中
務
大
輔
為
代
新
川
御
普
請
御
手
伝
松
平

左
兵
衛
佐
・
岡
部
美
濃
守
・
九
鬼
大
和
守
江
御

普
請
所
引
渡
有
之
由
」
と
あ
り
、

四
月
一
八
日

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
各
丁
場
で
の
普
請
開
始
は

お
そ
ら
く
こ
の
数
日
後
で
、
岡
部
氏
担
当
丁
場

で
あ
る
域
連
寺
村
で
は

「
域
連
寺
村
記
録

乾
」
に
「
域
連
寺
村
領
御
普
請
初
日
四
月
廿
六

日
入
。
初
」
と
あ
る
よ
う
に

四
月
二
六
日
で
あ

っ
た
。ま

た
、
表
2
の
帥
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
三
大
名
の
並
日
請
開
始
に
伴
っ
て

四
月

九
日
に
普
請
役
所
が
再
び
太
田
村
か
ら
喜
連
村

へ
移
さ
れ
た
。
幕
府
担
当
箇
所
（
川
上
五

町
）
の
指
揮
・
監
督
か
ら
幕
府
お
よ
び
三
大
名



担
当
箇
所
（
川
上
か
ら
浅
香
谷
口
ま
で
）
の
指
揮
・
監
督
へ
と
、
そ
の
役
割
が
変
わ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
普
請
役
所
は
六
月
一
日
ま
で

喜
連
村
に
あ
り
、
以
後
普
請
終
了
後
の
一

O
月
二
五
日
ま
で
苅
田
村
に
あ
っ
た
。
宝
永
元
年
一
一
月
、
同
村
圧
屋
助
左
衛
門
お
よ
び
年

（お）

寄
四
名
・
組
頭
五
名
が
領
主
高
槻
藩
に
宛
て
て
出
し
た
「
乍
恐
御
訴
詔
申
上
候
L

に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（太）

今
度
大
和
川
御
逮
御
普
請
ニ
付
江
戸
よ
り
御
奉
行
様
大
田
村
・
喜
連
村
と
申
所
ニ
被
遊
御
座
、
苅
田
村
江
去
ル
五
月
廿
一
一
一
日
御
宿
被
為
仰
、
六
月

（

一

O
月）

朔
日
両
御
奉
行
様
御
出
被
遊
、
先
月
廿
五
日
ニ
御
機
嫌
好
御
発
足
被
遊
（
以
下
略
〉

宝永元年大和川付替手伝普請について

次
い
で
六
月
二
八
日
、
江
戸
城
に
お
い
て
植
村
右
衛
門
佐
家
敬
（
二
万
五

O
O石
〉
・
織
田
山
城
守
信
休
（
二
万
石
〉
の
両
名
が
「
大

（お）

和
川
之
川
逮
御
普
請
御
手
伝
」
を
命
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
普
請
丁
場
は
表
3
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。

本
多
忠
国
死
後
の
手
伝
大
名
に
よ
る
普
請
の
具
体
的
な
内
容
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
し
て
、
次
の
三
点
の
史
料
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

三
点
の
史
料
の
う
ち
一
点
は
、
阿
部
氏
の
普
請
丁
場
で
あ
っ
た
河
内
国
丹
北
郡
東
瓜
破
村
小
百
姓
二
良
左
衛
門
他
が
宝
永
元
年
五
月

（幻）

に
し
た
た
め
た
「
一
札
」
で
あ
る
。

（

遊

）

（

無

）

一
今
度
阿
部
美
濃
守
様
御
家
中
様
川
掘
御
普
請
に
付
当
村
に
御
宿
御
借
り
被
極
候
、
御
衆
中
様
方
々
に
対
し
万
事
不
礼
成
儀
少
も
仕
間
敷
、
弥
我
々

共
召
使
の
下
人
共
に
至
る
ま
で
堅
く
可
申
付
候
御
事

（

々

不

カ

】

一
火
用
心
之
儀
常
に
札
申
付
被
成
候
得
共
、
此
度
之
儀
弥
念
人
一
一
主
儀
仕
間
敷
候
御
事

（
街
カ
）
（
ハ
、
磁
力
）
（
者
）
（
胡
乱
）

一
御
普
請
人
足
日
用
等
に
宿
借
し
申
上
候
念
入
、
能
成
物
に
は
宿
仕
、
有
論
成
も
の
に
は
一
夜
之
宿
も
借
し
申
間
敷
御
事

同
村
滞
在
中
の
岡
部
民
家
中
に
対
し
無
礼
を
働
か
ぬ
こ
と
、
火
の
用
心
を
一
層
念
入
り
に
行
な
う
こ
と
、
普
請
人
足
の
日
用
な
ど
に

た
し
か
な
者
に
限
り
宿
を
貸
す
こ
と
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
四
月
一
日
に
太
田
村
惣
百
姓
が
池
甚
五
右
衛
門
に
差
出
し

対
し
て
は
、

た
一
札
と
同
様
、
普
請
人
足
は
日
用
で
あ
り
、
彼
ら
は
個
々
に
新
川
沿
い
の
村
々
に
宿
泊
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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新
川
周
辺
村
々
に
滞
在
し
た
こ
れ
ら
大
量
の
日
用
人
足
は
ど
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
普
請
に
従
事
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
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関
し
て
は
、
「
域
連
寺
村
記
録

（
路
）
御
（
出
伊
町
役
人
中
被
仰
ハ
、
願
尤
一
一
ハ
侯
へ
と
も
、
諸
方
ぷ
数
万
之
人
足
入
込
侯
処
、
近
村
へ
手
分
ケ
不
相
成
、
尤
御
普
請
ハ
一
一
一
奉
行
様
御

急
故
猶
予
不
相
成
侯
問
、
随
分
人
を
入
刈
取
様
被
仰
渡
候
、
の
而
諸
方
や
と
ひ
人
尋
候
へ
共
、
来
侯
者
ハ
御
普
請
方
へ
参
侯
方
勝
手
能
侯
故
、
一
日

銭
弐
百
文
ッ
、
一
二
度
支
度
為
致
や
と
ひ
ニ
茂
無
人
、
拾
町
余
作
立
候
麦
堤
敷
－
一
一
相
成
侯
（
略
〉

乾
し
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
が
こ
の
期
の
普
請
の
実
態
を
一
示
す
二
つ
自
の
史
料
で
あ
る
。

省
略
部
分
の
記
述
よ
り
、
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
ら
の
あ
っ
た
時
期
は
五
月
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
刈
入
れ

の
済
ん
で
い
な
い
一

O
町
余
の
麦
畑
が
、
域
連
寺
村
の
願
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
堤
敷
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
経
緯
を
述
べ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
史
料
で
は
、

一
日
銭
二

O
O文
、
三
度
の
食
事
付
の
麦
刈
人
足
よ
り
も
、
大
和
川
普
語
人
足
の
方
が
条
件
が
有
利
で
、
そ
の

た
め
麦
刈
が
で
き
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

「
諸
方
ぷ
数
万
之
人
足
入
込
」
と
い
う
の
は
、

四
月
一
日
の
太
田
村
の
一
札
に
書
か
れ

た
文
言
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
全
く
の
誇
張
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
の
よ
う
な
大
量
の
人
足
を
集
め
る
た
め
に
は
か
な
り
有
利

な
条
件
を
一
不
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
付
替
に
先
立
っ
て
作
成
さ
れ
た
「
大
和
川
新
川
大
見
積
」
、
「
川
違
新
川
普
請

（お）

大
見
積
り
し
で
は
人
足
賃
銀
を
い
ず
れ
も
一
人
一
日
銀
一
匁
五
分
と
し
て
い
た
。

事
L 一

一
一
つ
日
の
史
料
は
、
同
年
一

O
月
一
五
日
に
、
十
右
衛
門
・
作
兵
衛
他
四
名
が
「
御
代
官
様
」
に
差
出
し
た
「
差
上
申
済
口
証
文
之

（怨）

（
旧
東
瓜
破
村
全
国
家
文
書
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
最
初
の
部
分
だ
け
を
掲
げ
て
お
く
。

一
今
度
新
川
御
普
請
南
側
五
拾
九
番
之
御
丁
場
長
原
村
十
右
衛
門
御
請
負
之
内
、
川
下
拾
間
口
弁
落
堀
共
大
坂
釣
鐘
町
作
兵
衛
下
請
普
請
仕
候
処
、

坪
詰
勘
定
出
入
ニ
罷
成
（
以
下
略
）

省
略
し
た
部
分
を
も
含
め
た
証
文
全
体
の
大
意
は
、
長
原
村
十
右
衛
門
が
請
負
っ
た
新
川
南
側
五
九
番
の
丁
場
の
う
ち
、
川
下
一

O

間
分
（
落
堀
川
を
含
む
〉
は
大
坂
釣
鐘
町
作
兵
衛
が
下
請
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
両
者
の
間
で
坪
詰
勘
定
出
入
が
あ
り
、
長
原
村
・
瓜



破
村
両
庄
屋
の
履
い
に
よ
っ
て
、
十
右
衛
門
か
ら
作
兵
衛
に
銀
一
貫
六

O
O匁
を
支
払
う
こ
と
で
解
決
し
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

五
九
番
の
丁
場
と
は
新
川
起
点
（
船
橋
村
）
か
ら
五
八
町
目
J
五
九
町
目
の
一
町
分
の
普
請
場
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
こ
の
場
所

は
東
瓜
破
村
の
内
に
あ
る
。

こ
の
史
料
か
ら
次
の
こ
と
を
知
り
得
る
。
ま
ず
第
一
に
、
新
川
は
南
北
そ
れ
ぞ
れ
一
町
分
ず
つ
が
請
負
丁
場
の
単
位
と
な
っ
て
い
た

こ
と
で
あ
る
。
南
側
に
つ
い
て
は
落
堀
川
が
含
ま
れ
て
い
た
。
次
に
、
普
請
場
を
一
町
単
位
で
請
負
っ
た
請
負
人
は
、
そ
れ
を
さ
ら
に

宝永元年大和川付替手伝普請について

れ
が
一
般
的
な
形
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
大
和
川
付
替
普
請
で
は
無
原
則
的
に
請
負
人
を
募
っ
た
の
で
は
な
く
、

下
請
に
出
す
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
例
で
は
、
請
負
人
は
近
村
の
農
民
で
、
下
請
人
は
大
抵
の
町
人
で
あ
る
。
こま

ず
も
っ
て
近
村
の
農
民
に
請
負
わ
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
新
川
開
撃
に
よ
っ
て
迷
惑
を
受
け
る
川
筋
村
々
の

（

ω）
 

利
益
を
優
先
的
に
考
え
た
た
め
で
は
な
い
か
。
な
お
、
請
負
人
は
下
請
を
置
か
ず
に
自
身
だ
け
で
丁
場
を
担
当
す
る
と
と
も
あ
っ
た
だ

ろ
う
が
、
た
い
て
い
の
場
合
、
普
請
請
負
を
業
と
す
る
町
人
が
下
請
人
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

普
請
が
終
了
し
た
の
は
、
織
田
家
「
日
記
」

一
O
月
一
五
日
条
に
つ
去
ル
十
三
日
就
吉
日
大
和
川
切
透
辰
刻
首
尾
好
相
済
候
」
と
あ

一
O
月
一
三
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
各
大
名
の
割
当
て
丁
場
に
つ
い
て
は
、
普
請

り
、
ま
た
表
2
の
締
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

ま
で
普
請
を
行
な
っ
て
い
た
。

「
日
記
」

一
O
月
五
日
条
に
は
、

の
終
わ
っ
た
時
期
は
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
た
。
旧
大
和
川
の
築
留
め
を
も
担
当
し
た
織
田
氏
の
場
合
、
新
川
切
通
し
直
前

「
築
留
御
急
キ
之
由
被
仰
渡
旨
申
来
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
岡

「
日
記
」
九
月
一
一
一

部
氏
は
九
月
上
旬
に
普
請
を
終
え
て
お
り
、
同
月
一
一
日
に
は
藩
主
が
普
請
終
ア
後
の
見
分
を
行
な
っ
て
い
る
。

日
条
に
は
、

「
岡
部
美
濃
守
様
御
丁
場
相
済
、
十
一
日
御
見
分
ニ
御
出
之
由
」
と
あ
る
。
ま
た
、
同
氏
は
「
古
今
重
宝
記
」
に
、
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月
朔
日
惣
御
人
数
御
引
取
被
成
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、

一
O
月
一
日
に
派
遣
役
人
す
べ
て
を
引
上
げ
さ
せ
て
い
る
。

十
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宝永元年8月3日に普請3奉行が幕府に提出した普請見積り

普 議 入 用 高
主田立 詰 内 容

銀 額 換算金額

106貫 1,766両余

新大和川筋 (b）幕府担当52町分 776賞余 12,933両余

c) 3大名担当69町分 3,635貫800匁余 60,596両余

(d）浅香山谷淡〔10町〕 60貫 1,000雨

（巴）惣堤芝伏 120貫 2,000両

(f) 狭山西除JI!・大乗川切違 (52貫800匁余） 880両余

百十 (4,750貫6附余）｜ 79,175両余

表4

（注） 1）「新大和川堀割由来書上帳」による。
2〕（〉内は記載がなかったため、金額より逆換算した。

最
後
に
、
手
伝
大
名
の
負
担
し
た
普
請
入
用
金
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
お
こ

（
紅
）

「
手
鑑
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
は
よ
く
引

ぅ
。
ま
ず
、

用
さ
れ
る
が
、

一
応
検
討
を
行
な
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

御
入
用
高
金
七
万
千
五
百
三
両
余

一
ニ
万
七
千
五
百
三
両
余
御
入
用

三
万
四
千
両
ハ
御
手
伝
大
名
五
人
β
出
銀

こ
こ
に
記
さ
れ
た
幕
府
負
担
分
三
万
七
五

O
一
ニ
両
余
に
つ
い
て
は
、
宝
永
元
年

一
一
一
月
に
万
年
長
十
郎
が
記
し
た
「
古
川
筋
川
床
堤
敷
深
野
池
井
新
聞
池
新
田
大

（
位
）

積
帳
」
に
、

「
今
度
川
違
御
普
請
御
手
伝
衆
入
用
之
外
不
足
之
分
ハ
大
坂
御
金
蔵

ぷ
相
渡
シ
候
－
一
付
、
御
入
用
金
三
万
七
千
両
余
ニ
而
御
座
候
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
そ
の
金
額
は
ほ
ぼ
正
確
と
い
え
る
。
ま
た
、

さ
き
に
少
し
触
れ
た
八
月
三
日

付
各
丁
場
普
請
見
積
り
書
（
「
新
大
和
川
堀
割
由
来
書
上
帳
」
）
を
ま
と
め
た
の
が

表
4
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
普
請
入
用
総
額
は
七
万
九
一
七
五
両
余
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
十
三
間
川
普
請
入
用
な
ど
は
含
ま
れ
て
い
な
い
か
ら
、

全
体
の
見
積
り
額
は
こ
れ
よ
り
多
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
見
積

り
額
か
ら
、

「
手
鑑
」
に
記
さ
れ
て
い
る
普
請
総
額
七
万
一
五

O
三
両
余
が
、

Tこ

と
え
実
際
の
入
用
高
で
は
な
く
と
も
、
そ
れ
か
ら
大
き
く
か
け
離
れ
る
も
の
で
は



な
い
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
と
す
る
な
ら
ば
、
大
名
出
金
高
三
万
四

O
O
O両
と
い
う
の
も
、
同
様
に
実
際
額
か
ら
大
き
く
離
れ
る

こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

次
に
、
大
名
出
金
高
に
関
し
て
得
ら
れ
た
史
料
を
三
点
あ
げ
て
お
こ
う
。

公
儀
普
請
－
一
成
侯
内
御
入
用
金
此
度

植
村

宝永元年大和Jll付替手伝普請について

的
昨
廿
九
日
御
奉
行
所
へ
滝
三
郎
兵
衛
被
召
寄
、
御
列
座
ニ
而
被
仰
渡
候
ハ
、
御
普
請
中
絶
ノ
内

右
衛
門
佐
様
・
此
方
様
へ
御
懸
リ
、
早
速
被
指
上
侯
様
ニ
被
仰
渡
候
由

（

お

）

O
金
千
三
百
七
拾
八
両
三
歩
余

M
W
大
和
川
之
上
五
拾
弐
丁
場
・
大
乗
川
御
入
用
帳
面
先
頃
一
一
一
回
聞
役
衆
β
飯
田
新
九
郎
方
迄
被
指
越
、
此
方
－
一
写
留
、
本
帳
高
取
役
人
衆
へ
新
九
郎

（
川
品
）

β
遺

之

♂
（
瓜
破
）

的
〈
略
〉
爪
割
と
云
所
に
て
丁
場
二
十
＝
一
丁
御
請
取
被
成
候
内
堀
割
八
丁
・
築
堤
十
五
丁
、
堀
坪
合
八
万
四
千
六
百
八
十
九
坪
一
合
、
築
堤
坪
合
三

万
五
千
七
百
九
十
八
坪
四
合

右
賃
銀
合
八
百
六
貫
百
十
三
匁
五
分
九
厘

外
に
二
一
白
九
貫
七
百
二
十
匁
五
分
一
犀

（場〉

川
上
五
十
二
了
堺
弁
大
乗
川
御
普
請
入
用
五
万
三
千
石
知
行
高
割
銀
出
る

惣
合
銀
千
十
五
貫
八
百
三
十
四
匁
一
分

（

お

）

此
金
一
万
六
千
九
百
三
十
両
二
歩
四
匁
一
分
也

仰
の
内
容
は
、
柏
原
藩
普
請
役
人
滝
三
郎
兵
衛
が
七
月
二
九
日
に
普
請
奉
行
衆
よ
り
、
幕
府
が
本
多
氏
に
代
わ
っ
て
行
な
っ
た
普
請

（

お

）

の
入
用
金
の
一
部
を
出
す
よ
う
命
じ
ら
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
日
は
同
藩
の
鍬
初
め
の
日
で
あ
っ
た
。
肘
は
普
請
終
了
後
川

上
五
二
町
お
よ
び
大
乗
川
普
請
入
用
帳
が
三
田
藩
か
ら
柏
原
藩
に
回
さ
れ
、
同
藩
で
は
そ
れ
を
写
し
取
っ
た
の
ち
高
取
藩
に
回
し
た
と
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い
う
も
の
、
付
は
大
和
川
付
替
に
あ
た
っ
て
岸
和
田
藩
が
負
担
し
た
費
用
の
内
訳
で
あ
る
。
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ま
ず
、
川
上
五
二
町
の
普
請
入
用
と
大
乗
川
普
請
入
用
と
は
ひ
と
ま
と
め
に
さ
れ
（
帥
・
け
〉
、
手
伝
大
名
に
高
割
で
課
さ
れ
た
（
付
〉

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
川
げ
に
よ
れ
ば
、
岸
和
田
藩
の
負
担
は
二

O
九
貫
七
二

O
匁
五
分
一
厘
で
あ
っ
た
。
五
大
名

の
領
知
高
の
合
計
は
一
八
万
九
五

O
O石
で
あ
る
か
ら
、

五
万
一
二

0
0
0石
の
同
藩
の
負
担
額
が
こ
れ
で
あ
れ
ば
、
全
体
で
は
銀
七
四

九
貫
八
四
九
匁
七
分
二
庫
、
金
に
直
し
て
一
万
二
四
九
七
両
一
分
三
朱
余
と
な
る
。
こ
の
金
額
は
表
4
の
伽
の
金
額
に
、
印
か
ら
推
定

さ
れ
る
大
乗
川
普
請
入
用
高
四
J
五
O
O両
を
足
し
た
も
の
に
近
い
。
し
た
が
っ
て
、
川
上
五
二
町
お
よ
び
大
乗
川
の
普
請
入
用
は
手

伝
五
大
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
領
知
高
に
応
じ
て
負
担
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ま
た
、
刊
に
よ
れ
ば
、
柏
原
藩
の
負
担
し
た
「
御
普
請
中
絶
ノ
内

公
儀
普
請
ニ
成
侯
内
御
入
用
金
」
は
金
一
三
七
八
両
三
分
余
で

あ
っ
た
。
同
藩
領
知
高
は
二
万
石
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
割
合
で
計
算
す
れ
ば
、

一
八
万
九
五

O
O石
で
は
一
万
三

O
六
三
両
二
分
二
朱

余
と
な
り
、
表
4
の
仰
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
が
な
い
。
表
4
に
示
し
た
普
請
見
積
り
が
行
な
わ
れ
た
の
と
、
同
藩
に
並
日
請
入
用
金
が
課

さ
れ
た
の
は
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
と
き
同
藩
が
負
担
し
た
の
は
川
上
五
二
町
の
普
請
入
用
だ
け
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の

時
点
で
は
川
上
五
二
町
の
普
請
見
積
り
額
だ
け
が
五
大
名
に
課
さ
れ
、
そ
の
後
大
乗
川
普
請
入
用
を
も
合
わ
せ
た
実
際
の
入
用
高
に
よ

っ
て
各
大
名
の
出
金
高
が
計
算
し
直
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
付
で
岸
和
田
藩
が
二
三
町
の
丁
場
の
人
足
賃
銀
八

O
六
貫
一
一
三
匁
五
分
九
厘
を
負
担
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
。

一
応
、
松
平
・
九
鬼
両
氏
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
丁
場
も
同
額
の
人
足
賃
を
要
し
た
と
す
れ
ば
、
六
九
町
分
の
人

足
賃
銀
は
二
四
一
八
貫
三
四

O
匁
七
分
と
な
る
。
こ
れ
は
金
に
直
せ
ば
四
万
三
一

O
五
両
二
分
二
朱
余
と
な
り
、
五
大
名
出
金
高
と
い
わ

れ
る
三
万
四

0
0
0両
を
超
え
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
、
岸
和
田
藩
が
二
三
町
の
普
請
入
用
八

O
六
貫
一
一
一
一
一
匁
五
分
九
厘
を
出
金

し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
ど
う
理
解
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
に
お
い
て
は
判
断
の
手
が
か
り
が
な
く
、



後
考
に
侯
ち
た
い
と
思
う
。

お

り

わ

以
上
、
大
和
川
付
替
手
伝
普
請
の
具
体
的
な
経
過
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
普
請
の
進
行
状
況
、
幕
府
や
藩
の
普
請
担
当

者
の
作
業
内
容
、
普
請
役
所
の
移
動
、
普
請
人
足
お
よ
び
請
負
普
請
の
実
態
、
普
請
の
新
川
周
辺
村
々
に
与
え
た
影
響
、
普
請
費
用
の

宝永元洋大和川付替手伝普請について

大
名
へ
の
割
当
て
な
ど
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
諸
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
本
稿

で
は
普
請
の
個
々
の
局
面
を
そ
れ
ぞ
れ
部
分
的
に
明
ら
か
に
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
今
後
新
史
料
の
発
見
に
つ
と
め
、
そ
の
全
体
像
を
描

き
出
す
必
要
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
付
替
普
請
の
実
態
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
単
に
知
ら
れ
て
い
な
い
事
実
が
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ぬ

（幻）

意
味
を
も
っ
て
い
る
。
す
で
に
、
松
尾
美
恵
子
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
普
請
は
宝
永
期
以
降
頻
繁
に
行
な

（鑓）

わ
れ
る
よ
う
に
な
る
河
川
手
伝
普
請
の
最
初
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
歴
史
的
変
遷
を
知
る
上
で
も
こ
の
作
業
は
必
要
な
の
で
あ
る
。

河
川
手
伝
普
請
制
度
の
歴
史
的
変
遷
を
最
初
に
本
格
的
に
考
察
し
た
の
は
松
尾
氏
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
う
け
て
大
谷
貞
夫
氏
が
よ
り

細
か
く
時
期
区
分
を
行
な
っ
て
い
る
。
民
に
よ
れ
ば
、
宝
永
期
の
河
川
手
伝
普
請
は
、
享
保
J
明
和
期
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
多
数
の

藩
土
を
派
遣
し
て
普
請
に
か
な
り
深
く
か
か
わ
り
合
う
と
い
う
形
態
と
は
異
な
り
、
少
数
の
藩
士
が
現
場
に
赴
き
、
普
請
場
を
時
々
見

廻
る
よ
う
な
形
態
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
手
伝
大
名
は
形
式
的
に
丁
場
を
受
取
り
、
単
に
分
担
金
を
支
払
う
だ
け
と
い
う
安
永
期
以
降

（

mm）
 

の
「
御
金
御
手
伝
」
と
は
異
な
る
も
の
の
、
そ
れ
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
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本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
諸
事
実
を
ふ
ま
え
、
右
の
こ
と
に
言
及
す
る
な
ら
ば
、
藩
よ
り
の
派
遣
役
人
の
数
に
つ
い
て
は
、
担
当
丁
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場
の
多
少
、
普
請
期
間
の
長
短
の
違
い
に
よ
っ
て
、
他
の
普
請
例
と
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
ひ
と
ま
ず
お
く
と
し

て
、
手
伝
大
名
の
普
請
に
対
す
る
か
か
わ
り
の
程
度
は
か
な
り
強
か
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
多
氏
家
臣
が
普
請
前

の
水
盛
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
、
忠
国
死
後
の
手
伝
普
請
に
お
い
て
、
藩
主
が
普
請
所
の
見
廻
り
を
三
度
も
行
な
っ
て
い
る
こ
と

が
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
宝
永
元
年
大
和
川
付
替
手
伝
普
請
は
、
以
後
引
続
い
て
行
な
わ
れ
た
宝
永
期
の
河
川
手

伝
普
請
と
は
様
相
を
異
に
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
普
請
に
際
し
て
幕
府
役
人
と
手
伝
大
名
役
人
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ

た
の
か
、
手
伝
大
名
役
人
が
ど
の
よ
う
な
形
で
請
負
人
や
日
用
人
足
と
接
し
た
の
か
、
手
伝
大
名
は
ど
の
よ
う
な
形
で
普
請
費
用
を
出

し
た
の
か
1
1
1本
稿
で
述
べ
た
こ
と
に
関
し
て
い
え
ば
、
岸
和
田
藩
が
出
金
し
た
と
い
う
銀
八

O
六
貫
余
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

ー
ー
な
ど
を
解
明
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
て
提
示
し
て
お
き
た
い
。

注ハ
1
〉
大
和
川
付
替
二
百
五
十
年
記
念
顕
彰
事
業
委
員
会
発
行
、
一
九
五
五
年
。

〈

2
）
お
も
な
も
の
と
し
て
、
可
大
阪
府
誌
』
四
（
一
九
O
一
一
一
年
〉
、
吋
大
阪
市
史
』
一
（
一
九
一
一
一
一
年
）
、
「
中
河
内
郡
誌
」
（
一
九
二
三
年
）
、
『
堺

市
史
』
三
（
一
九
二
一
O
年
）
、
『
柏
原
町
史
」
（
一
九
五
五
年
）
、
『
東
住
吉
区
史
」
（
一
九
六
一
年
〉
、
「
布
施
市
史
』
二
（
一
九
六
七
年
〉
、
可
柏

原
市
史
』
一
一
一
（
一
九
七
二
年
〉
、
『
大
阪
府
史
』
五
（
一
九
八
五
年
）
、
『
松
原
市
史
』
一
（
同
）
な
ど
。

（3
）
山
口
之
夫
「
大
和
川
川
違
え
の
社
会
経
済
史
的
意
義
」
（
「
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
五
五
、
一
九
七
O
年
四
月
）
。

（4
〉
こ
の
う
ち
、
『
松
原
市
史
』
一
は
新
史
料
を
ふ
ま
え
、
か
つ
歴
史
地
理
学
的
観
点
か
ら
の
考
察
を
も
行
な
っ
て
記
述
し
て
お
り
、
従
来
の
パ

タ
ー
ン
を
打
ち
破
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
普
請
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
記
述
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。

（5
〉
織
田
信
和
氏
所
蔵
。
「
日
記
」
は
現
在
兵
庫
県
氷
上
郡
柏
原
町
大
字
柏
原
の
屋
敷
部
落
の
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

〈

6
〉
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
柳
営
日
次
記
」
同
日
条
。
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〈
7
U

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
旧
河
内
国
志
紀
郡
太
田
村
柏
原
家
文
書
の
う
ち
「
覚
」
、
寛
政
八
年
ハ
一
七
九
六
〉
一
一
月
「
新
大
和
川
掘
割

由
来
書
上
帳
」
（
「
松
原
市
史
』
〆
五
〔
一
九
七
六
年
〕
所
収
旧
河
内
国
丹
北
郡
城
連
寺
村
長
谷
川
家
文
書
号
、
『
徳
川
実
紀
』
元
禄
一
六
年
六
月

七
・
一

O
日
条
。

（
8
〉
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
一
一
一
。

（
9
）
「
新
大
和
川
堀
割
由
来
室
一
上
帳
L

。

ハ
m）
「
柳
営
日
次
記
」
同
日
条
。

ハ
ロ
）
「
新
大
和
川
堀
割
由
来
書
上
帳
」
。

ハ
ロ
）
旧
摂
津
国
住
吉
郡
平
野
郷
町
杭
全
神
社
所
蔵
宝
永
元
年
「
覚
帳
L
。
た
だ
し
、
大
阪
市
史
編
纂
所
所
蔵
の
写
真
版
に
よ
る
。

（
日
）
「
新
大
和
川
堀
割
由
来
書
上
帳
」
。
た
だ
し
、
二
月
一
九
・
二

O
日
に
つ
い
て
は
、
元
禄
二
ハ
年
二
月
i
宝
永
五
年
五
月
の
願
書
類
を
写
し
た

「
御
訴
詔
御
願
如
帳
」
（
旧
摂
津
国
住
吉
郡
苅
田
村
寺
田
家
文
書
〉
に
よ
る
。

（
H
〉
寺
田
兵
次
郎
編
『
泉
州
史
料
』
一
、
一
九
一
四
年
。

ハ
日
）
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
二
。

ハ
mu
当
時
太
田
村
は
幕
領
と
戸
田
能
登
守
忠
真
領
と
の
相
給
村
で
あ
っ
た
（
宝
永
元
年
二
月
代
官
宛
太
田
村
庄
屋
仁
兵
衛
「
乍
恐
口
上
」
〔
柏

原
家
文
書
〕
）
。

（
臼
〉
「
新
大
和
川
掘
割
由
来
書
上
帳
」
。

（
山
崎
〉
「
域
連
寺
村
記
録
」
令
松
原
市
史
』
五
所
収
長
谷
川
家
文
書
〉
。

ハ
四
）
「
新
大
和
川
堀
割
由
来
書
上
帳
」
。

ハm
出
〉
柏
原
家
文
書
。

〈
氾
〉
「
柳
営
日
次
記
」
同
臼
条
。

ハ
nu
各
大
名
の
領
知
高
は
、
『
徳
川
諸
家
系
譜
』
四
（
松
平
氏
υ
、
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
一
五
（
九
鬼
氏
〉
、
『
同
』
一
四
（
岡
部
氏
）
、

一
一
ハ
本
多
民
）
に
よ
る
。

（
お
〉
学
習
院
大
学
文
学
部
『
研
究
年
報
』
一
五
、
一
九
六
九
年
二
月
。

（
斜
〉
織
田
家
「
日
記
」
宝
永
元
年
八
月
一
一
一
一
日
条
、
同
九
月
一
一
一
日
条
、
同
一

O
月
二
ハ
・
一
一
一
一
日
条
。

『問』
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（
お
）
「
御
訴
詔
御
願
拍
帳
L

。

（
お
）
「
柳
営
日
次
記
」
同
日
条
。
両
名
の
領
知
高
は
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
五
（
植
村
氏
）
、

（
幻
〉
『
大
和
川
付
替
工
事
史
』
所
収
史
料
。
た
だ
し
、
傍
注
は
村
田
に
よ
る
。

（
お
〉
と
も
に
『
八
尾
市
史
』
史
料
編
（
一
九
六

O
年
）
所
収
中
家
文
書
。

（
却
〉
こ
こ
で
は
大
阪
市
史
編
纂
所
所
蔵
の
全
国
家
文
書
写
真
版
を
利
用
し
た
。

（
叩
剖
〉
長
原
村
も
わ
ず
か
な
が
ら
、
新
川
開
撃
に
よ
っ
て
村
内
に
潰
地
を
生
じ
て
い
る
（
大
阪
市
史
編
纂
所
所
蔵
の
写
本
「
大
和
川
川
違
旧
記
」
）
。

（
氾
）
大
阪
市
史
編
纂
所
編
『
大
阪
市
史
史
料
』
六
、
一
九
八
二
年
。

（
位
）
竹
安
繁
治
「
古
大
和
川
筋
新
田
開
発
史
料
」
（
『
近
世
史
研
究
』
三
一
二
、
一
九
六
二
年
三
月
）
。

（
出
〉
織
田
家
「
日
記
」
宝
永
元
年
八
月
一
日
条
。

ハ
出
）
織
田
家
「
日
記
」
宝
永
一
克
年
一
一
一
月
一
一
一
一
日
条
。

〈
お
〉
「
古
今
重
宝
記
L

。

（
お
〉
織
田
家
「
日
記
」
宝
、
氷
元
年
八
月
一
日
条
。

（
幻
）
善
積
（
松
尾
）
美
恵
子
「
手
伝
普
請
に
つ
い
て
」
（
学
習
院
大
学
文
学
部
「
研
究
年
報
』
一
四
、
一
九
六
八
年
二
月
〉
、
同
注
（
怨
〉
論
文
。

（
お
）
大
和
川
付
替
普
請
以
前
の
河
川
手
伝
普
請
と
し
て
は
、
大
谷
貞
夫
氏
が
「
宝
永
一
期
の
川
普
請
助
役
に
つ
い
て
」
（
『
国
学
院
雑
誌
』
八
O
l
一

て
一
九
七
九
年
一
一
月
）
で
、
慶
長
九
年
（
一
ム
ハ

O
四
）
に
深
溝
藩
松
平
忠
利
に
よ
る
矢
作
川
普
請
助
役
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
却
）
大
谷
貞
夫
「
寛
保
の
関
東
大
水
と
大
名
手
伝
説
日
請
」
（
『
国
史
学
』
一

O
一
、
一
九
七
七
年
一
一
一
月
）
、
同
注
（
お
〉
論
文
、
同
「
明
和
安
永
期
の

川
普
請
助
役
に
つ
い
て
L

（
『
国
学
院
雑
誌
」
八
四

i
一

て

一

九

八

三

年

一

一

月

〉

。

（

一

九

八

六

年

九

月

成

稿

〉

（
文
学
部
助
手
〉

『
同
』
八
（
織
田
氏
）
に
よ
る
。

〔
付
記
〕

論
文
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
国
立
公
文
書
館
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
、
大
阪
市
忠
一
編
纂
所
の
方
々
、
お
よ
び
杭
全
神
社
宮
司
藤
江
正
謹
氏
、

元
柏
原
町
公
民
館
館
長
藤
本
正
也
氏
、
全
田
健
吉
氏
、
寺
田
孟
・
同
孝
重
氏
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
ま
た
、
英
文
要
旨
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
ゲ
イ

リ
J

・
P
－
ル

l
プ
氏
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。


